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令和８年度狛江市総合防災訓練実施計画

１ 目的

首都直下地震等による被害を最小限に抑えるため、幅広い主体が参加・連携した訓練により市の総合的な防災力の向上を図る。

今後、高い確率で発生が危惧されている首都直下地震に対応し、被害を最小限に抑えるためには、市、防災関係機関、自主防災組織、市

民等のそれぞれが主体となった防災対策の推進が不可欠である。このため、令和８年度の総合防災訓練は、これらの幅広い主体が参加・連

携した訓練を実施し、震災への対応力の強化を図るとともに市民の震災への備えの意識啓発を図る。

なお、実施する訓練は実働訓練（避難所開設訓練）と図上訓練（震災を想定した災害対策本部訓練）とし、それぞれ別日程（２日間）で

実施する。

２ 訓練概要等

⑴ 実働訓練（避難所開設・運営訓練、福祉避難スペース・福祉避難所設置・移送訓練、災害ボランティアセンター設置・運営訓練、防災

展示）

ア 日時

令和８年 10 月 25 日（日）８時 30 分から 12 時 00 分まで

イ 訓練概要・重点項目

首都直下地震の発生を想定し、避難所開設の初動訓練や福祉避難スペース等の設置訓練を行う。

訓練の重点は次のとおり。

Ø 避難所運営協議会（以下「運協」という。）と連携した避難所開設要領の確認

Ø 長期避難所運営を見据えた運営能力の強化

Ø 市民参加型防災体験及び展示による防災意識の啓発

Ø ＱＲコードを活用した受付要領の実施

Ø 福祉避難スペース設置訓練及び市内事業所等と連携した福祉避難所設置・移送訓練
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ウ 訓練詳細

避難所開設・運営訓練

場 所
指定避難所

・ 狛江第一小学校避難所、狛江第六小学校避難所、緑野小学校避難所、狛江第二中学校避難所

時 間

・ 避難所開設訓練 ：８時 30 分から 10 時 00 分まで

・ 一般市民受入訓練 ：10 時 00 分から 11 時 30 分まで(最終受付は 11 時 15 分)

・ 関係機関展示 ：９時 30 分から 11 時 30 分まで

訓 練 内 容

⑴ 震災を想定した避難所開設訓練

震災時における円滑な避難所受付の設定を実施するとともに、避難者役の案内要領を確認する。

⑵ 福祉避難スペースの設置と誘導訓練

要配慮者が避難してきたことを想定し、福祉避難スペースへの経路の検討と誘導要領を確認する。

⑶ 市民の受入れ訓練

幅広い市民を対象に避難所を周知するため、市民を仮想避難者と見立て、受付や各種資器材の取扱の体験を実

施する。

⑷ 関係機関による防災展示等

避難所開設訓練会場において関係機関による防災体験や展示を実施し、災害への日頃の備えを啓発する。

⑸ ＱＲコードを活用した受付

上記避難所の中の一か所において、ＱＲコードを活用し、受付業務の効率化を図る。

参 加 職 員 教育部避難所担当職員、各避難所初動要員、総務部職員及び福祉保健部職員

そ の 他 訓練詳細については、市役所職員、避難所運営協議会及び施設管理者で避難所ごとに事前打合せを行う。
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⑵ 図上訓練（震災を想定した災害対策本部訓練）

ア 日時

令和８年 11 月９日（月）８時 40 分から 17 時 10 分まで

イ 訓練概要

首都直下地震等による東京の被害想定（以下「被害想定」という。）において、狛江市の被害が最も甚大となる多摩東部直下地震

（狛江市は震度６強を観測）の発生を想定し、災害対策本部の設置とともに市内各地で発生する被害への対応訓練を実施する。訓練の

重点は次のとおり。

Ø 長時間に渡る被害想定に基づく各種被害への対応力強化

Ø 災害対策本部会議における目的を明確にした資料の作成

Ø ＳＮＳ上の未確認情報や不確かな情報への対応

Ø 市長不在時及び各避難所間の Web 会議実施要領

ウ 訓練詳細

福祉避難スペース・福祉避難所、災害ボランティアセンター設置・運営訓練

場 所 指定避難所（福祉避難スペース）、市内事業所（福祉避難所）、社会福祉協議会（災害ボランティアセンター）

時 間 ８時 30 分から 11 時 30 分まで

訓 練 内 容

⑴ 避難所における福祉避難スペース設置・運営訓練

⑵ 福祉避難スペースから福祉避難所までの移送訓練

⑶ 福祉避難所設置・運営訓練

⑷ 災害ボランティアセンター設置・運営訓練

参 加 職 員 福祉保健部職員、社会福祉協議会職員
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場 所 防災センター３・４階

時 系 列

( 案 )

訓 練 内 容

⑴ 目的を明確にした会議資料等の作成

市の被害を最小限に抑えることを目的とし、重大な決断に資するための情報整理・資料作成要領を確認する。

⑵ 各機関リエゾン等と連携した災害対応

各関係機関から派遣されたリエゾンと連携し、災害時における相互の活動要領や必要となる情報を整理する

とともに、より高度な情報連絡体制の構築を図る。

⑶ 各種システムを活用した情報収集及び情報の整理

本部向け防災ダッシュボード、クロノロジー及び各種システム（キタコンＤＸ等）を活用し、各部（局）間に

おいて円滑な情報収集等を図る。

⑷ ＳＮＳ上の未確認情報や不確かな情報への対応

ＳＮＳ分析担当（仮）によるＸ等のデマ、未確認情報等へ迅速かつ適切な対応を図る。

⑸ 市長不在時及び各避難所間との Web 会議実施要領の確認

発災時の市長不在の可能性を考慮しつつ、各避難所間との情報共有のため、Web 会議を実施する。

参加職員

等

⑴ プレイヤー

ア 災害対策本部

市長、教育長、危機管理監、各部（局）長及び本部連絡員、各部（局）長が指定する職員

イ 各部（局）執務室

災害対策本部で訓練に従事するプレイヤー及びコントローラーを除く全職員

⑵ コントローラー
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各部（局）長が指定する職員

そ の 他

・ 想定日時は訓練日時と同一とする。

・ 発災時刻は９時 00 分とする。

・ 訓練開始と同時にコントローラーから付与する。

・ 訓練に際し、プレイヤーに加えてコントローラーを編成する。

なお、コントローラー要員は各部から選出する。


